
２2025年（令和7年）2月5日（水曜日）（第三種郵便物認可）
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【
弟
子
屈
】
第

回
弟
子
屈

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
（
摩
周
湖

観
光
協
会
主
催
）
の
審
査
会
が

３
日
、
釧
路
圏
摩
周
観
光
文
化

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
最
優
秀

賞
な
ど
入
賞

作
品
が
決
定
し

た
。

　
今
回
は
「
星
空
」
「
雲
海
」

「
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
」
「
自
由
」

の
４
部
門
を
設
け
、
昨
年

月

１
日
〜

月

日
に
募
集
。
道

内
外
の

人
か
ら
１
５
４
作
品

の
応
募
が
あ
っ
た
。

　
審
査
会
で
は
、
特
別
審
査
員

を
務
め
る
町
在
住
の
写
真
家
、

水
越
武
さ
ん
が

作
品
ほ
ど
に

絞
り
込
み
、
最
優
秀
賞
を
選
定
。

摩
周
湖
観
光
協
会
の
渡
辺
隆
幸

会
長
が
観
光
協
会
長
賞
１
枚
を

選
ん
だ
。
関
係
団
体
の
審
査
員

が
そ
の
残
り
か
ら
、
３
㌽
３
作

品
と
１
㌽
５
作
品
の
計
８
作
品

を
そ
れ
ぞ
れ
選
び
、
点
数
で
入

賞
作
品
を
決
め
た
。

　
審
査
後
、
渡
辺
会
長
は
「
コ

ン
テ
ス
ト
を
き
っ
か
け
に
、
さ

ら
に
多
く
の
人
が
弟
子
屈
を
訪

れ
て
く
れ
れ
ば
」
と
あ
い
さ
つ
。

水
越
さ
ん
は
「
回
を
重
ね
る
ご

と
に
、
作
品
の
レ
ベ
ル
が
上
が

っ
て
い
る
。
今
年
は
一
番
、
最

優
秀
賞
の
選
定
に
苦
労
し
た
」

と
講
評
し
た
。
入
賞
作
品
は
今

月
中
旬
、
同
協
会
サ
イ
ト
「
弟

子
屈
な
び
」
な
ど
で
発
表
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
水
谷
友
路
）

作品を１枚１枚確認する水越さん（左）ら審査員

　
【
鶴
居
、
標
茶
】
標
茶
高
校
（
小
森
章
史
校
長
）
の
２
年
生

人
と
３
年
生
９
人
が
１

月

日
、
鶴
居
村
内
の
鶴
居
・
伊
藤
タ
ン
チ
ョ
ウ
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
と
鶴
見
台
で
総
合
学

科
授
業
「
自
然
ガ
イ
ド
」
の
実
習
に
臨
ん
だ
。
国
内
外
の
観
光
客
に
、
こ
れ
ま
で
学
ん
だ

こ
と
を
生
か
し
て
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
生
態
な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
た
。
　
　
　
（
水
谷
友
路
）

手作りの資料を手に、タンチョウと人間の関わりを説明
する生徒（鶴見台）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
【
根
室
】
根
室
ア
マ
チ
ュ
ア

無
線
ク
ラ
ブ
（
金
澤
敏
昭
会
長

代
行
）
は
２
日
、
市
総
合
文
化

会
館
で
２
月
７
日
の
北
方
領
土

の
日
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
姉
妹

都
市
の
富
山
県
・
黒
部
市
の
黒

部
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク
ラ
ブ
の

ほ
か
、
全
国
の
無
線
愛
好
家
と

記
念
交
信
を
行
っ
た
。

　
記
念
交
信
は
１
９
８
１
年
か

ら
実
施
し
て
お
り
、
過
去
に
は

北
方
四
島
交
流
セ
ン
タ
ー
「
二

・
ホ
・
ロ
」
や
納
沙
布
岬
の
北

方
館
で
実
施
し
て
い
た
が
、
現

在
は
市
総
合
文
化
会
館
で
実
施

し
て
い
る
。

　
当
日
は
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー

ら
４
人
が
参
加
。
午
前

時

分
こ
ろ
か
ら
同
じ
く
記
念
交
信

を
行
っ
て
い
た
黒
部
ア
マ
チ
ュ

ア
無
線
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
と

交
信
を
行
い
、
「
黒
部
は
晴
れ

で
７
度
く
ら
い
」
な
ど
天
候
状

況
や
「
今
年
も
よ
ろ
し
く
。
お

互
い
が
ん
ば
っ
て
Ｐ
Ｒ
活
動
を

や
り
ま
し
ょ
う
」
な
ど
と
や
り

と
り
し
、
交
流
を
深
め
た
。

　
ま
た
、
全
国
の
無
線
愛
好
家

な
ど
と
も
交
信
を
行
い
、
２
月

７
日
の
北
方
領
土
の
日
を
Ｐ
Ｒ

し
、
「
北
方
領
土
の
日
を
記
念

し
た
交
信
証
を
お
送
り
し
ま

す
」
な
ど
と
伝
え
た
と
い
う
。

　
金
澤
会
長
代
行
（

）
は
「
毎

年
の
こ
と
だ
が
黒
部
と
の
交
信

も
楽
し
み
に
し
て
い
た
。
今
後

も
で
き
る
限
り
継
続
し
た
い
」

と
話
し
て
い
た
。

            

（
島
津
昌
和
）

２
月
７
日
の
北
方
領
土
の
日
を
Ｐ

Ｒ
す
る
記
念
交
信
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町民への感謝の気持ちも込めて、写真展を開催して
いる近藤さん

　
【
羅
臼
】
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
し
て
活
動
し
て
い
る
近
藤

雨
さ
ん
（

）
に
よ
る
写
真
展

「
私
が
見
た
羅
臼
」
が
、
大
地

み
ら
い
信
用
金
庫
羅
臼
支
店
の

２
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
行
わ
れ
て

い
る
。
羅
臼
港
に
押
し
寄
せ
る

流
氷
や
コ
ン
ブ
漁
を
す
る
漁
師

な
ど
、
近
藤
さ
ん
が
捉
え
た
「
羅

臼
」
の
写
真

枚
が
展
示
さ
れ

て
い
る
。

　
近
藤
さ
ん
は
大
分
県
出
身
。

２
０
２
３
年
６
月
に
地
域
お
こ

し
協
力
隊
に
就
任
。
産
業
創
成

課
に
勤
務
し
、
自
然
の
風
景
や

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
投

稿
し
、
羅
臼
の
魅
力
を
発
信
し

て
い
る
。
「
町
民
の
皆
さ
ん
に

も
羅
臼
の
魅
力
を
改
め
て
感
じ

て
も
ら
え
る
機
会
を
つ
く
り
た

い
」
と
考
え
、
今
回
の
写
真
展

を
企
画
。
シ
ン
プ
ル
な
構
図
で
、

人
や
動
植
物
の
美
し
さ
に
こ
だ

わ
っ
た
。

　
近
藤
さ
ん
は
約
２
年
間
の
羅

臼
で
の
生
活
を
振
り
返
り
、「
自

分
の
羅
臼
で
の
生
活
は
町
民
の

方
々
に
支
え
ら
れ
、
助
け
ら
れ

て
き
た
。
多
く
の
方
々
が
気
軽

に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
る
よ
う

に
な
っ
て
う
れ
し
い
」
と
笑
顔
。

来
年
度
は
東
京
で
の
開
催
に
も

意
欲
を
燃
や
し
て
い
る
。

　
写
真
展
は

日
ま
で
。
開
館

時
間
は
平
日
の
午
前
９
時
〜
午

後
３
時
ま
で
。

　
　
　
　
　
　
（
鉾
之
原
頌
吾
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

須﨑和貴氏

　
【
根
室
】
市
議
会
議
員
の
須

﨑
和
貴
氏
（

）
は
、
本
社
の
取

材
に
対
し
、
今
秋
に
予
定
さ
れ

て
い
る
第

回
根
室
市
議
会
議

員
選
挙
に
２
期
目
を
目
指
し
て

立
候
補
す
る
考
え
を
示
し
た
。

同
氏
に
よ
る
と
、
先
月

日
に

行
っ
た
新
年
交
礼
会
で
支
持
者

や
町
会
長
ら
に
出
馬
の
意
向
を

示
し
、
了
承
を
得
た
と
い
う
。

同
氏
は
引
き
続
き
「
防
災
と
教

育
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

と
意
欲
を
示
し
た
。
市
議
会
議

員
の
任
期
は
９
月

日
。

　
　
　
　
　
　
（
選
挙
取
材
班
）

　
【
５
日
】

　
◇
釧
路
町
長
　
▽
午
後
２
時

分
　

児
童
虐
待
防
止
対
策
推
進
協
議
会
（
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
▽
同
３
時

分
　

来
客
対
応
（
町
長
室
）
　

　
◇
厚
岸
町
長
　
▽
午
前
９
時

分
　

マ
イ
ス
タ
ー
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
第
３
回

運
営
委
員
会
（
町
内
）

　
◇
浜
中
町
長
　
▽
午
後
４
時
　
ふ
る

さ
と
納
税
に
関
す
る
打
ち
合
わ
せ
（
役

場
）

　
◇
弟
子
屈
町
長
　
▽
午
後
１
時

分

　
中
標
津
町
議
会
総
務
経
済
常
任
委
員

会
行
政
視
察
対
応
（
町
役
場
）
▽
同
４

時
　
表
敬
訪
問
（
公
民
館
）

　
◇
鶴
居
村
長
　
▽
午
前
８
時

分
　

村
政
執
務
（
村
役
場
）

　
◇
白
糠
町
長
　
▽
午
前
９
時
　
政
策

協
議
（
町
役
場
）
▽
午
後
３
時
　
来
客

対
応
（
同
）

　
◇
別
海
町
長
　
▽
午
前

時
　
面
会

対
応
（
町
長
室
）

　
◇
中
標
津
町
長
　
▽
午
前

時
　
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
感
謝
状
贈
呈
式

（
町
長
室
）▽
同

時
　
来
客
対
応（
同
）

▽
午
後
１
時
　
叙
勲
伝
達
（
町
内
）
▽

同
４
時

分
　
病
院
経
営
報
告
会
（
町

内
）

　
◇
標
津
町
長
　
▽
午
前

時
　
標
津

町
議
会
臨
時
会
（
議
場
）

　
◇
羅
臼
町
長
　
▽
午
前
９
時
　
内
部

会
議
（
町
長
室
）
▽
午
後
１
時
　
海
業

会
議
（
庁
議
室
）
▽
同
６
時
　 

羅
臼

建
設
業
協
会
総
会
（
町
内
）

　
日
本
野
鳥
の
会
が
運
営
す
る

同
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
は
、
非
常

勤
講
師
と
し
て
タ
ン
チ
ョ
ウ
を

テ
ー
マ
に
年
５
回
の
授
業
を
毎

年
実
施
し
て
い
る
。
座
学
の
ほ

か
、
同
村
内
の
農
家
へ
の
聞
き

取
り
と
い
っ
た
野
外
実
習
も
行

っ
た
。

　
こ
の
日
は
、
各
施
設
で
午
前

と
午
後
の
２
回
ず
つ
実
習
を
行

っ
た
。
鶴
見
台
で
の
午
後
の
部

で
は
１
班
４
人
編
成
の
３
班
が

そ
れ
ぞ
れ
観
光
客
に
声
を
掛

け
、
手
作
り
の
資
料
を
見
せ
な

が
ら
「
春
に
巣
を
作
り
、
２
つ

の
卵
を
産
む
。
つ
が
い
が
交
代

で
卵
を
温
め
、
約
１
カ
月
後
に

ひ
な
が
生
ま
れ
る
」
と
タ
ン
チ

ョ
ウ
の
１
年
間
の
暮
ら
し
を
紹

介
し
た
り
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
と
人

間
の
関
わ
り
の
歴
史
な
ど
を
解

説
し
た
。

　
２
年
の
高
橋
莉
梨
さ
ん
は

「
元
々
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
授

業
で
教
わ
り
、
人
に
伝
え
る
の

は
学
び
に
な
る
。
観
光
客
の
方

と
少
し
ず
つ
お
話
し
で
き
る
よ

う
に
な
る
の
は
う
れ
し
い
し
、

楽
し
か
っ
た
」
と
振
り
返
っ
た
。

　
【
厚
岸
】
町
立
厚
岸
病
院
は

医
療
専
門
員
（
正
社
員
）
を
１

人
募
集
し
て
い
る
。
募
集
条
件

は
社
会
福
祉
士
免
許
取
得
者

（
取
得
見
込
み
可
）
で
満

歳

以
下
の
人
。
希
望
者
は
写
真
付

き
履
歴
署
と
資
格
免
許
証
の
写

し
を
今
月

日
ま
で
に
同
病
院

へ
郵
送
ま
た
は
持
参
す
る
。
問

い
合
わ
せ
は
同
病
院
総
務
課
０

１
５
３
（

）
３
１
４
５
へ
。

医
療
専
門
員
１
人
募
集

　
【
根
室
】
市
学
校
給
食
協
会

は
臨
時
の
調
理
員
４
人
を
募
集

し
て
い
る
。
試
験
は
面
接
で
、

同
協
会
指
定
様
式
の
申
込
書
兼

履
歴
書
提
出
時
に
行
う
。
合
否

は
後
日
文
書
で
通
知
す
る
。
希

望
者
（
随
時
受
け
付
け
）
は
市

教
育
委
員
会
内
の
給
食
協
会
ま

で
応
募
の
こ
と
。
問
い
合
わ
せ

は
給
食
協
会
０
１
５
３
（

）

６
１
１
１
、
内
線
３
３
４
２
へ
。

臨
時
調
理
員
４
人
も

　
【
根
室
】
市
立
根
室
病
院
は

２
０
２
５
年
度
の
職
員
採
用
試

験
を
実
施
す
る
。

　
募
集
す
る
の
は
事
務
職
員
で

若
干
名
（

年
４
月
１
日
時
点

で

歳
以
下
）
。
採
用
は
４
月

１
日
。
試
験
日
は
札
幌
会
場
が

日
、
根
室
会
場
が

日
。

　
募
集
は
７
日
ま
で
。
詳
し
い

情
報
は
同
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
。
問
い
合
わ
せ
は
同
病

院
事
務
局
・
０
１
５
３
（

）

３
２
０
１
へ
。

市
立
根
室
病
院

職
員
採
用
試
験

、

日
２
会
場
で

　
【
釧
路
町
】
町
は
、
町
営
住

宅
の
入
居
者
を
募
集
し
て
い

る
。
一
般
世
帯
向
け
の
栄
町
団

地
（
別
保
５
）
、
清
水
沢
団
地

（
別
保

）
、
睦
団
地
（
睦
６
）
、

遠
矢
団
地
（
河
畔
３
）
で
入
居

可
能
時
期
は
４
月
１
日
。
案
内

書
や
申
込
書
は
町
役
場
、
各
支

所
で
配
布
し
て
い
る
。
申
し
込

み
は

日
ま
で
。
問
い
合
わ
せ

は
町
都
市
計
画
課
住
宅
管
理
係

０
１
５
４
（

）
４
２
９
３
へ
。

町
営
住
宅
の

入
居
者
を
募
集
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